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日本宇宙フ ォ
ー ラ厶の謎

寺薗淳也

　さて、1田編集長からこん なお題 をい ただ い て、何

を書こうか、結構思案して しまっ た 。 何しろ、まず普

通 の 自己紹介で は面 白くな い だ ろうし、で もい きなり

デ ィ
ープな話を書い て しまうと、業界 インサ イダー誌

みたい になっ ちゃ うし…。

　そ ん な わ け で 、謎 とい うか らに は や は りお得意 の

FAQ 方式 が 適 当で あろ う。以 下 は、私 の 経験 か らよ

く聞 か れ る、日本宇宙フ ォ
ー

ラム （JSF）の 「謎」に 対す

るお答えである 。

　ではさっ そく、謎解きに入るとしよう。

日本宇宙フ ォ
ー ラム っ て 、 何 ？

　財団法人 で す、…て い っ て も答えになっ て ない よなあ 。

　JSF の 設立 は 1994年 2 月で ある。まだ で きて 6年半

の 、比 較的新しい 財団法人である 。

　話は、そ の
一

昨年前 （1992年）の 国際宇宙年 （ISY ）

にさか の ぼる 。 こ の 年、毛利衛宇宙飛行士が ス ペ ー

ス シャ トル で初飛行を行い 、 日本で も宇宙へ の 関心が

大い に高まっ た［1］。 ISYでの 実績を踏 まえ、これから

の宇宙開発 に 向けて、広報 と技術開発を推進して い

くために、ISY の 日本事務局が母体になっ てできた の

が、今 の JSF で あ る。

　したが っ て、JSFの 役割は、字宙開発に関する科学

技術 に 関す る 調査研究、国 際会議や シ ン ポ ジ ウム の

開催や そ の 助成、 宇宙開発 の 普及啓発や人材交流 の

促進、とい うこ とにな っ て い る。

　ところで、 JSFは厂財団法人」である。 宇宙開発事業

団 （NASDA ）は国から 100％ の 出資を受けた「特殊法

人」であるが、こ の 財団法人は、日本 の 宇宙関係 の 企

業40社の共同出資で成り立 っ て い る財団で ある 。 そ

の 意味では JSFは完全な民 間法人であるが、仕事で

の 結びつ きは圧倒的 に NASDA との 関係が強い 。

JSF っ てどんなことをしてるの ？

　JSF は 、 日本の宇宙開発の 発展を目指して 、 研究

を支援 したり、広報活動 を行 うこ とを使命として い る

…とい っ て もわ か りに くい と思うの で 、 多少噛み砕 い

て 説明するこ とにしたい 。

　上 で述べ たJSF の 仕事を、4つ に大きく分けて整理

しよう。

（1）調査研究の支援

　惑星科学にもっ とも近 い 話として は 、 宇宙研 と宇宙

開発事業団 （NASDA ）で共同で進めて い る、　SELENE

計画の支援が挙げられ る 。 JSF で は 、
　SELENE プ ロ ジ

ェ クトの 事務局 として、事務所 の 運営や旅費などの 金

銭面の 管理 ・支出などとい っ た事務作業を行 っ て い

る 。 もちろん、実際 の 研究会 の 支援などにも積極 的に

関っ て い る。

　また、最近 で は、岡山県・美星町 に、B本 で はじめ

て の宇宙デ ブ リ・地球近傍小惑星 観測用 の 望遠鏡施

設 の 建設も行 っ て い る 。 こ の 施設は 「美星 ス ペ ー
ス ガ

ードセ ン ター」と名付けられた 。 平成 12年度に入 っ て

テ ス ト観測も行われ はじめ、本格的な観測に向けた
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準備が 着実に進め られて い る （図 D 。また、平成 15年

度には、岡山 ・上斎原村に同 じく、レー
ダを利用した

観測施設 が 完成す る予定で あ る。

　ここ 1年ほどの トピックとしては、宇宙イン フ ラス トラ

クチ ャ研究会がある 。 これ は 、 将来的な宇宙開発の

ビ ジョ ンを策定するために、日本 の 宇宙 4機関を中心

とした研究者 ・技術者など300名が集まっ て議論する

場 で ある 。 JSFは こ こ で も事務局として 、 積極的 に 関

っ て い る 。

　 また、ベ ン チ ャ
ー企業が 持 っ て い る技術 を、将来の

宇宙開発に活かして い くこ とを目的 とした「宇宙開発 ベ

ン チ ャ
ー・ハ イテ ク 開発制度」の事務局もJSFにある。

　 JSFで はまた 、 宇宙関係の 調査業務も行 っ て い る 。

たとえば 、 海外の 宇宙関係の 新聞や雑誌 の 記事を集

め てそ れを翻訳したり、デ ータベ ース化する仕事など

も行 っ て い る。 また、国内や海外 の 宇宙開発 につ い

て の 情報をまとめ た、宇宙開発 デ ータブ ッ クの 発行 も

行 っ て い る。

（2）国際会議の支援

　JSF で は 、
　NASDA が 開催する宇宙関係の 国際会議

の 支援を行っ て い る 。 また、国際宇宙大学 （ISU）夏期

セ ッ シ ョ ンへ の 学生派遣や、IAF へ の 学生派遣プ ロ グ

ラム の事務局なども、JSF が行 っ て い る 。

　会議の 運営は、会場や来賓 の 切符 ・
ホ テ ル の 手配

か らス ケ ジ ュ
ール作成、調 整作業な どの 細か な仕事

が山 の ようにあるの だが、こ れは長年 （とい っ て もで き

て 6年だが）の ノ ウハ ウをもとにして、きめ細か なサ ポ

ートを行っ て い る。

（3）公募地上研究

　宇宙 ス テーショ ン に関連 した公募地上研究 の 事務

局は JSFで ある。 こ の 研究を通じて、
閹’JSF’とい う名前

を 聞 い た こ とが あ るとい う人 も多い か もしれ な い 。

　地上研究公募研究制度は 、 将来の宇宙 ス テ ーシ ョ

ン における科学研究 を推進する目的で始め られ た 。
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今年度は合計 で 81件の テ
ー

マ が選定されて、研究が

進められてい く予定である。

（4）広報活動

　宇宙関係の イベ ン トで JSFとい う名前を見 かけるこ

とも多い の ではない だろうか 。 たとえば毎年 、 宇宙の

日の 前後に開かれる「宇宙ふ れ あい 塾」では、亅SF が

企画
・
運営 を行 っ て い る 。 そ の 他 、 学生 が 人 工衛星

の設計技術を競う衛星設計 コ ン テ ス トや、い ろい ろな

展示会 （最近 で は、「21世紀　夢 の 技術展」など もそう

で あ る）の 展示な ど も、 JSF で行 っ て い るもの もある 。

　あと、意外に 思われるかもしれない が、NASDA ホ

ームペ ージ【2】も、実は JSFが主体となっ て作 っ てい る。

ホーム ペ ージ の作成や企画、運用もJSF の大切な仕

事で あ る。

　 また、NASDA の ロ ケッ トや人工 衛星の 写真の 配布

や管理 もJSF で 行 っ て い る。たとえば、何 か の パ ン フ

レッ トで、H −IIロ ケッ トの 写真を使 い た い とし よう。 そ

の 場合に は 写真が 必 要に な るが 、こ の写真を入手す

る窓口はJSFで ある 。

「支援」ってい うけど、 どんなこと？

　上 の文章で もさんざん 「支援」とい う言葉を使 っ て

い るが、こ の 「支援」の 中身とい うの は 、

一
体なんなの

だ ろうか ？

　たとえば、なに かの 研究会 を開催した とす る 。 そう

すれば 、 旅費が発生 したり、 調査すべ き仕事などが出

て きたりする。 こ んなときに、旅 費 の 支払 い の 事務手

続 きを行 っ たり、実際 の 調査を行 っ たりするの が支援

である 。 い わ ば 、 研究に関する実務部隊とい っ てもよ

い と思 う。

　また、研究会や委員会で は 議事録をとるの が普通

で ある。また 、会議資料をまとめ た り、欠席した 人 に

送るこ ともある。 研究会が終了したら、成果報告書も

作 らなければならない
。 こ の ような 、 研究活動を維持
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して い くための 仕事も、 支援の 大事な仕事で ある 。

　もちろ ん、議事録 を取 っ たり成果報告書 をまとめる

ためには、その 分野に関する知識が必要である。 JSF

で は月探査に限 らず、い ろ い ろ な分野 の 研究会 ・委

員会を開催して い るの で、より広 い 分野 に わ たる科学

的、技術的な知識が必要 に なる。

　JSF で の 「支援」活動で は 、 技術的 ・科学的な能力

もさるこ とながら、事務手続 きや交渉能力、ときには地

理 や 学校名などの さまざまな知識にも精通して い る必

要がある。 その 意味 ではなかなか大変 な仕事ではあ

るが、逆に、研究活動の 全体が見える位置にい ると

い えなくもない 。

　私自身は こうい っ た事務局業務に加えて 、技術支

援も行 っ て い る。たとえば、「インターネッ トシ ン ポジウ

ム　ふ た た び 月へ 」［3】の ホー
ム ペ ージ 作成 や そ の 管

理、 美星ス ペ ース ガードセ ン ターの ネッ トワーク構築な

どで ある。 こうい っ た仕事も、専門的な領域 を必要と

され る。

　支援を行う事務局は、専門性に加えて、一
般的な

知識 とフ ッ トワ
ー

ク、それに素早 く仕事を行 う能力 が

要求され る。そ の 意味で は か な り大変な仕事で は あ

るが、そ の 分やりが い も大 きい 。

　JSFに い る と、 宇宙開発の最前線で何が起こっ て い

るかを、身をもっ て体験するこ ともで きるはず で ある。

職場はどんな ところなの ？

　JSFは、浜松町 の セ ン トラ ル ビ ル とい うところに本社

を構えて い る。浜松町は、東京の オフ ィス街の 真っ 只

中 に ある。 こ の セ ン トラル ビ ル は、NASDA 本社があ

る世界貿易セ ン タービ ル の斜め 向か い に あ っ て、そ れ

自体、NASDA との 結 び つ きが 強 い こ との 証 しともい

えるだろう。

　こ の ビ ル の 8階がオフ ィス で ある 。 見た感じは、普

通の会社の オフ ィス と大きく変わ る とこ ろ は ない 。 ま、

あまり研究活動をするとい う感じで はない が、広 い オ
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フ ィス で快適な仕事ができるとい う点で は 、 都心とい

う環境 は恵まれて い るともい え るだろ う。

　実は、こ の オ フ ィス に引 っ 越して きたの は 3年前で

ある 。 それまで は近 くの 雑居 ビ ル に事務所 を構えて い

た 。 人 も増 えて きて 手狭に な っ て きた こ とか ら、現在

の ビ ル に移 っ て きた の で ある。 設 立 当時 は 、わずか 2

人で事務所を構 えて い たJSFで あるが 、 現在は この

オフ ィス で 70人以上が働 い て い る 。 私は平成 7年入

社で あるが、もう実は古参クラス になっ て しまっ て い る 。

　 また、浜松 町はオフ ィス 街 でもあり、ア フター5の 環

境にも恵まれて い る。 特に、JSFの斜め向か い に は有

名な立 ち飲み屋 「秋 田屋」があり、夕方になると、大

門交差点一帯は焼 き鳥の 香り（煙 ？）に包まれ る。ベ

イエ リア も近く、歩 い て 10分 も行 けば竹芝 の 桟橋か

ら、海を眺 め るこ ともで きる 。

　私 自身は 、 浜松町だけで なく、 よく筑波宇宙セ ンタ

ーに行 っ て 仕事をして い る 。 特に、技術の 関係者は

NASDA 関係 の 技術支援が多い ため 、 「何かある とす

ぐつ くば」とい うことも珍しくない 。 そ の ため、私とつ

くばで 会 っ て、「テ ラキ ン、NASDA にい たんだっ け？」

とい う人 も珍しくな い 。

　 また、会議 の 手伝 い なども行 うこ とが ある。 会議 の

会場で 関係者の方に は よくお会い するの であるが 、 そ

の 時 には情報収集 で 行 っ て い る場合 と、受付や会場

整理などの ため の 労働者として行 っ て い る場合の 2つ

がある 。 後者 の 場合 には、受付 にず
一

っ と立 っ て い

たり、マ イク係で会場を走り回っ て い たりすることが多

い かもしれない 。 もちろん、私 の 場合 はマ イク係で あ

りなが ら、そ の 持 っ て い るマ イクで 自分で 質問をして

しまっ たりするの で あるが
…

。

JSF は女性が多い っ て本当 ？

　JSFの特徴 の 1つ は、職場に女性が多い こ とだ ろう。

もちろ ん、事務職 の 女性だけ で は なく、 研究や技術支

援などの専門知識を持つ 女性 もい っ ぱい 働 い て い る。

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society for Planetary Sciences

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　for 　Planetary 　Soienoes

日本宇宙 フ ォーラ ム の 謎／寺薗

私 の 隣 で は、東大
・
地質出身の 山田真保さん が 、月

探査 の 支援 の た め に専門知識も活か して縦横無尽の

活躍 をみ せ て い る 。 そ の 他、英語 の 技 能や バ イオ 関

係 の 専門知識をフ ル 活用 して 仕事を進 め て い る 女性

もい る。

　日本で はまだまだ 、 男女雇用差別が暗黙の形で 存

在して い る職場も多い ようで ある 。 そん な中 に あっ て 、

JSFにお い て は男女はまさに 差別なく働い て い る 。 女

性だからとい っ て、 仕事の内容に差をつ けられたりす

るこ とはない 。

　そ の 意味で は、宇宙が好 きな女性に とっ て は、魅力

的 な 職 場 ともい える だ ろう。

ぷだんの仕事の雰囲気 っ てどんな

感じなの ？

　さて、もう少し私の ふ だ ん の仕事の実態につ い て触

れ て み るこ とに しよう。

　ず っ と述べ て きたように、JSF で は い ろ い ろな仕事

がある 。 私自身は月探査と美星 ス ペ ー
ス ガー

ドセ ン

ター関連 の 仕事が 主 で あるが 、それ だ け で は なく、全

般 にわた っ て 動くこ とが必要になっ て い る 。

　 た とえば 、 調査関係 で 月 ・惑星探 査機 の 最新情報

があれば、そ の 情報リソース を教えて あげたりする こ

ともある （どちらか とい うと、 逆に教えて もらうこ との 方

が多い かもしれ ない が）。 また、訳語や、科学技術の

専門用語を、一緒に なっ て 調 べ た りす るこ ともある。

　普及啓発 部隊からは、月に 関して の 質問が来たり

す る こ とも多 い の で、そ れ に 対応 し た り、と きに は

NASDA ホ
ー

ム ペ ー
ジに やっ て きた質問の 答えを書い

て い るこ ともある 。

　岡山に行けばネッ トワ
ー

ク構築とい うこ とに なるが 、

これも決して書類上の 作業とい うわけではない 。 床下

に 潜 っ て ネッ トワークの 配線作業をすることもあるし、ど

ちらか とい うと「泥臭い 」作業が多い ことは 間違い ない 。

　そん なこ んなで、毎日 い ろ い ろ な話題 が飛び込ん
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で きて、さまざまな情報 を処理 して 生 きて い かなけれ

ばい けない の で、大変で は あるが刺激的 で は ある。

　研究室の 落ち着 い た 雰 囲 気 で、じっ くりと研 究活動、

とい う状況か らは カ なり違 っ て しまっ て い るが、こう

い うカオ ス 的 （は おおげ さか）な雰囲気とい うの も、ま

たそれなりに刺激的で 面白い ともい えるだろう。

い ざ 、 宇宙開発の真 っ 只中へ

　日本の 宇宙開発は今や、大きな転換点に 立 っ て い

る。省庁再編や 組織改革の 大波 が 押 し寄 せ る
一

方で 、

技術的な面 で も、低 コ ス ト化や 情報化など、こ れ まで

の 宇宙開発分野 だけでは成り立ち得ない 課題が続出

して い る 。

　惑星探査、 あるい は宇宙科学その もの も、宇宙開発

と切 り離して考えるこ とは で きない 時代で あ る 。

　 さらにい えば、惑星探査や宇宙科学 は、社会 の 理

解があっ て 初めて 成 り立つ プ ロ ジェ クトで あ る。一般

の 人が惑星探査の 意義を理解 して、初 め て惑星探査

に 予算が 認 め られ るの で あ る。した が っ て、少なくと

もこ れからの 宇宙開発 ・宇宙研究は 、

一般の 人々 へ

の広報活動と
一

体 になっ て考えて い く必 要があるの

で は な い だろうか 。

　ア カデ ミッ クでもなく、 研究所でもなく、プ ロ ジェ クト

遂行機関で もない 。 で も普通の会社とも違う。 研究と

広報をメイン とする財団法人 とい う立場は、い ろい ろ

な意味 で 面 白い し、こ れ か らの 可 能性 も広 い は ずで

ある。

　 「フ t 一
ラム 」とい う名前は、もともとは 広場とい う意

味である 。 宇宙開発や宇宙科学 に携わる人たちと、

一
般 の 人たちが、広 く交流し、 意見を交換するた め

の場として 、 JSF とい う環境は大変 にふ さわしい の で

はない だろうか。

［1】国際宇宙年は、世界中が協力して 宇宙の こ とを考

　え、また地球環境 につ い て考える年として決め ら
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　れた 。 こ の年の 9月 12日が毛利衛宇宙飛行士 の シ

　 ャトル初飛行で 、 以後こ の 日を「宇宙の 日」として

　 い る。

［2】http：〃www ．nasda ．go．jp1

［3】http：〃moon ．nasda ．go．jp1

’
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図 1 美星 スペ
ー

ス ガードセ ン タ
ー

の 1m 望遠鏡 ド
ー

ム と筆者。
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